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令和６年第８回平取町議会臨時会 （開 会 午前９時２７分）

高山議長 皆さんおはようございます。定刻まで若干時間はありますけれども、全員そろ
いましたので、ただいまから臨時会を開催したいと思います。只今の出席議員
は１０名であり、定足数に達していますので会議は成立いたします。ただいま
より令和６年第８回平取町議会臨時会を開会します。直ちに本日の会議を開き
ます。
日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議規則第
１２２条の規定により、６番崎廣議員と７番萱野議員を指名いたします。
日程第２、会期の決定を議題とします。このことについて、本日、議会運営委
員会を開催し、協議をしておりますので、その結果を議会運営委員長より報告
願います。３番松澤議員。

３番
松澤議員

本日招集されました、令和６年第８回平取町議会臨時会の議会運営等につきま
しては、本日開催しました議会運営委員会において協議し、会期については、
本日、１１月２９日の１日間とすることで、意見の一致を見ておりますので、
議長よりお諮り願います。

高山議長 お諮りします。ただいま、議会運営委員長より報告がありましたとおり、会期
は本日１日間とすることにご異議ありませんか。
（異議なしの声）
異議なしと認めます。したがって、会期は本日１日間と決定しました。
日程第３、行政報告を行います。議案の審議先立ち、町より行政報告の申し出
がありましたので、これを許します。町長。

町長 要望の経過を報告いたします。要望項目でございますけれども、日高町村会中
央要望でございます。内容といたしましては、高規格道路日高自動車道の整備
促進についてであり、令和７年度には新冠インターまでの開通が予定されてい
るところでありますが、その先の早期整備に関して、下記の重点要望と同様の
内容を要望してきたところでございます。あわせて国会議員に対しましては、
町村が自主性、自立性を持って、諸課題に着実に取り組むことができるよう、
町村税源の充実強化、国税と町税の税源配分の見直し、地方交付税の原資につ
いては、地域偏在性の比較的大きい税目を構成とすることなどの内容で、令和
７年度税制改正に関わる要望してきてございます。要望先は、道内選出国会議
員、財務省主計官、国土交通省におきましては大臣、ほか、道路局長でござい
ます。同じく北海道局でございます。要望月日は１１月１９日から２０日の２
日間、要望者は、日高町村会関係組織としての高規格道路日高自動車道早期建
設促進期成会・日高総合開発期成会として、私が参加いたしました。以上、行
政報告とさせていただきます。
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高山議長 行政報告が終わりましたので、これより議事に入ります。
日程第４、議案第１号、職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につい
てを議題とします。提案理由の説明を求めます。総務課長。

総務課長 議案第１号、職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について、ご説明
申し上げます。令和６年度職員の給与改定に関する概要につきまして、お手元
の別紙で配付させていただきました説明資料によりご説明をさせていただきま
す。初めに表の左側、職員の給与に関する人事院勧告（抜粋）についてご説明
させていただきます。１番、勧告の骨子、（１）勧告月日は令和６年８月８日と
なっております。（２）民間給与との較差について。①月例給は、平均年齢４２．
１歳で比較した場合、１万１１８３円、２．７６％の上昇。②ボーナスは民間
４．６か月に対して、公務員は４．５か月となっております。２番、給与改定
の内容と考え方ですが、民間給与との較差を解消するため、給料、ボーナスと
も引き上げの改定となっております。（１）給料表については、改定率、平均で
３．０％の引き上げとなっております。初任給が民間との間に差があることを
踏まえ、大卒程度で２万３８００円、高卒者で２万１４００円の引き上げ、改
定率については、初任給をはじめ若年層に重点を置き、上位級を低減させる形
で、１級１１．１％、２級７．６％、３級２．３％、４級１．６％、５級以上
は１．４％の引き上げ改定となっております。また、定年前再任用職員の基準
俸給月額についても、各級の改定額を踏まえ、引き上げる改定となっておりま
す。（２）ボーナスについては、年４．５０月分から４．６０月分へと０．１０
か月分の引き上げとなり、期末手当と勤勉手当をそれぞれ年０．０５月引き上
げする勧告となっております。また定年前再任用職員についても年２．３５月
分から２．４０月分へと０．０５月分の引き上げとなっております。（３）寒冷
地手当については、令和７年度に平均１１．３％の増額改定となりますが、令
和８年度においては、沙流郡における寒冷地の地域区分がこれまでの１級地か
ら２級地へ適用変更となることから、令和７年度に比べますとマイナス１１．
９％の減となります。具体的な金額については表のとおりですのでお読み取り
願います。（４）通勤手当については、この度は新幹線利用者の金額が増額改定
されましたが、当町には該当のないところとなります。（５）扶養手当について
は配偶者と子における手当が改定となるものですが、配偶者については令和７
年度から、これまで６５００円だったものが３０００円へ、令和８年度には廃
止となります。子については現行１万円が令和７年度に１万１５００円、令和
８年度で１万３０００円へと改定されます。その他、親や兄弟姉妹などの扶養
手当に変更はございません。（６）管理職員特別勤務手当について、支給対象と
なる時間帯が改正となります。これまでは平日については午前０時から午前５
時までの勤務が支給の対象となっておりましたが、改定により午後１０時から
午前５時までに拡充されました。（７）再任用された職員への手当支給の拡大と
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ありますが、令和７年度より再任用職員に対し、住居手当、寒冷地手当が支給
されることとなりました。次に、町の措置方針（案）ですが、表の右側に記載
させていただいているとおり、職員の給与改定にあたりましては、町は従来か
ら国家公務員給与に関する人事院勧告の内容を尊重してきた経緯がありますの
で、本年度につきましても同様に措置する方針で、表の左側でご説明させてい
ただきました人事院勧告の内容と通勤手当を除き、同じ内容の改定を行おうと
するものです。本条例による改正内容については、新旧対照表でご説明させて
いただきたいと思いますので、議案の５ページ目をお開きください。職員の給
与に関する条例の一部を改正する条例の第１条関係において、条例第１５条第
２項及び第３項で、令和６年１２月の期末手当について、一般職は１００分の
１２２．５を１００分の１２７．５に、再任用職員は１００分の６８．７５を
１００分の７１.２５に改めるものです。次に、第１６条第２項第１号及び第２
号で、令和６年１２月の勤勉手当について、一般職は１００分の１０２．５を
１００分の１０７．５に、再任用職員は１００分の４８．７５を１００分の５
１．２５に改めるものです。また、給料表については、１０ページから１６ペ
ージのとおり改正するものです。次に、６ページをご覧ください。条例の第２
条関係に係る新旧対照表です。第２条第１項の住居手当の後に地域手当を追加
しております。これは人事院勧告によるものではなく、令和７年度から２年間、
北海道後期高齢者医療広域連合への職員派遣の当番町となるために、係る給与
については当町が派遣職員へ支給し、後に広域連合から人件費負担分が納入さ
れるという形となるため、広域連合のルールに従い、地域手当を追加したもの
です。第７条扶養手当の第２項は扶養親族の範囲を記載しておりますが、第１
号の配偶者は令和８年度に廃止となるため、１号ずつ繰り上げをしております。
なお、令和７年度の支給分は、附則により支給額の変更を規定しております。
第３項では配偶者である第１号を削除し、子の扶養手当を１万円から１万３０
００円に改めております。第８条の４は先ほど申し上げました地域手当の規定
を追加しております。地域手当は給料、扶養手当、管理職手当を合計し、札幌
市であれば４％を乗じて算出します。第１４条は勤務１時間当たりの給与額の
算出についてですが、時間外勤務手当の算出基礎となる手当に地域手当を追加
しております。第１５条は６月、１２月の期末手当について、一般職は１００
分の１２５、再任用職員は１００分の７０にそれぞれ改め、第１６条の勤勉手
当について、一般職は１００分の１０５、再任用職員は１００分の５０にそれ
ぞれ改めようとするものです。第１８条管理職員特別勤務手当の第１項は２行
目に選挙事務のためにと記載されておりますが、現在の人事院規則では臨時又
は緊急の必要その他公務の運営の必要によりと規定されておりますので当該規
定と同じ文言とするものです。第２項中段、午前０時を午後１０時へ改め、給
料表については、１７ページから２３ページのとおり改正するものです。また、
本給料表は、これまで適用されてきた給料表と適用号俸が変わるために、２４
ページから２９ページまで添付しました号俸の切替表に基づき、適用号俸を参
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照することとなります。附則のところですが、この条例は、第１条の規定は公
布の日から、第２条の規定は令和７年４月１日から施行するものです。また、
附則第２条において、給料及び令和６年度支給の寒冷地手当は令和６年４月１
日に遡り、ボーナスは令和６年１２月１日から適用することを記載したもので
す。第４条では扶養手当について令和７年度に支給される額を記載しておりま
す。第５条は令和７年４月１日から適用される給料表が令和６年度のものと変
更されるため、適用号俸の切替表の説明となっております。以上、議案第１号
についてご説明させていただきましたので、ご審議のほど、よろしくお願いい
たします。

高山議長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。６番
崎廣議員。

６番
崎廣議員

議案第１号職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について質問させて
いただきます。この件につきましては、例年この時期に提案されている人事院
勧告に基づく処置だというふうに理解はしております。近隣自治体においては
日高町が１１月２６日開催の１１月会議でこの件を処理しております。ただ新
聞報道を見る限りでは、その他の自治体では提案されてないような気がしてお
ります。昨日より国会では第２１６回の臨時会が開催をされており、国の動向
を注視しているのかなというふうに思いますが、当町が今回提案をされたとい
う、その提案に対する判断理由についてまず伺いたいと思います。

高山議長 総務課長。

総務課長 地方公務員の給与水準は国家公務員の給与水準の同等以下とすることが法の趣
旨に沿うものとされており、このため給与改定の時期においても、国家公務員
が対象となる、いわゆる給与法の成立後が望ましいとされておりまして、当町
も原則としてこれに沿うこととしております。しかしながら時の政権の状況に
より、優先しなければならない重要法案、その他の案件などがある場合、得て
して給与法の審議が大きく遅れる場合がございますが、現在、税や社会保険の
壁の関係などで、また与党過半数の状況などにより、給与法の審議を相当程度
遅れると、以前から推測していたものです。管内においても７町の内の２町は
給与法の成立を待って改定するとのことですが、残りの５町は給与法の成立を
待たずに改定する可能性があるとのこと。その中でも一部事務組合の同じ構成
町である日高町においては、１１月臨時議会での条例提案をかねてから予定さ
れていたことから、その影響や、受給者各位の年末の資金需要、税や共済、差
額支給に係る事務手続き、システムの設定変更など、もろもろの事情を鑑みた
とき、本臨時会に提案させていただくこととさせていただいたものによります。
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高山議長 ６番崎廣議員。

６番
崎廣議員

了解いたしました。重ねて、もう１点伺いたいと思います。１１月１５日に開
催されました総務常任委員会では詳細な説明があったんですけども、この議案
書２４ページの附則第５条、これに基づく号棒の切替えについてであります。
３級において４号棒、４級・５級においては８号俸、６級においては１２号俸
がカットというか短縮される仕組みだと思います。人事院の給与勧告のポイン
トと仕組みというのをネットから取って勉強させてもらいましたが、給与制度
のアップデートという形で表現されておりますが、もう少しこの詳細の説明を
していただければ、なぜこのような状態になるのか教えていただきたいと思い
ます。それとあわせて、これに伴って１・２級から昇格される方と、現行の３・
４・５・６級にいる職員の方というのは、カットされた分、追いつかれてくる
ような気がするんですけども、そこに対する手当について考えているかどうか、
それについてもお伺いしたいと思います。

高山議長 総務課長。

総務課長 今回給料表が令和６年４月１日に適用するものと、令和７年４月１日から適用
するものとの２本が提出された形となっております。２本目にあたる給料表に
ついては、３級の職員からは、ただいま議員が申されたとおり、３級であれば
１号俸から５号棒までの号棒が３級の１号俸に統合されたりという形で改正さ
れています。これにつきましては、初任給がまず大幅な改定となり、次年度に
おいて給与のそれぞれの職員が定期昇給や昇格をしていく際に、古い給料表の
ままでは、支障が生じるという観点から、そのような改定がされたというふう
に伺っております。そのため２級の職員から３級に昇格する際、そのような状
況が逆転現象とか、場合の影響とかが出ないようにというための措置でござい
ますので、職員がこれにより、３級の職員が２級の職員から追いつかれるだと
か、そういったことが生じないような仕組みにされておりますので、職員に対
する不利益というのはないと考えております。そのため特に手当てすることな
どというのは、考えていないというところでございます。

高山議長 ６番崎廣議員。

６番
崎廣議員

追いつかれることがないっていう答弁だったと思うんですけども、３級で今ま
で言う１号俸、４号俸がカットになって、４級・５級で８号俸がカットになる、
６級では１２号俸がカットになるということでは、先に行った人は、６級で言
えば１２号棒がカットされないで上がっていっているわけですから、後から来
た人との差が縮まるような気がするんですけども、縮まらないということです
か。
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高山議長 総務課長。

総務課長 失礼いたしました。ただいまのご質問お聞きして、縮まるということは、格差
が縮まるということは確かにございます。それに対する手当てというのは考え
ておりませんので、あくまでもこの決められた制度にのっとって運用していき
たいというふうに考えております。

高山議長 ほか、質疑ありませんか。
（質疑なしの声）
これで質疑を終了します。次に討論を行います。反対討論はありませんか。
（反対討論なし）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について、原案のとおり
決定することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。したがって、日程第４、議案第１号、職員の給与に関する条例
の一部を改正する条例については、原案のとおり可決いたしました。
日程第５、議案第２号、平取町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例についてを議題とします。提案理由の説明を求めま
す。総務課長。

総務課長 議案第２号、平取町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例について、ご説明申し上げます。会計年度任用職員の給与改定
に関する概要につきまして、別紙で配付させていただきました概要の資料によ
りご説明させていただきます。概要の資料をご覧いただきたいと思います。１
番の勧告骨子については職員と同様になります。２番の給与改定の内容と考え
方の（１）給料表については、常勤職員の給料表の１級及び２級の表を準用し
ておりますことから、１級が１１．３％、２級は７．６％の引き上げ改定とな
ります。（２）のボーナスについては職員と同様に、期末勤勉手当合わせて、４．
５か月分が４．６か月分へと０．１か月分引き上げとなります。また（３）の
通勤手当についても勧告がなされておりますが、新幹線利用についての改正で
あるため、当町には該当ございません。（４）の実施時期については、給料は令
和６年４月１日に遡って適用し、ボーナスは公布の日から施行します。以上、
議案第２号のご説明とさせていただきますので、ご審議のほど、よろしくお願
いいたします。

高山議長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。４番
木村議員。
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４番
木村議員

この給料についてはですね、準じてっていうことでありますのでいいんですけ
ども、一つお聞きしたいのはですね、今平取町の会計年度任用職員については、
定年がないっていうことになっているんですけども、これについて、町として
どういうふうに今考えているのかをお聞きしたい。

高山議長 総務課長。

総務課長 会計年度任用職員につきましては、定年のルールがないというところで、まず
民間の定年年齢が６５歳に引き上げられているというところで、公務員と正職
員もそうですし、会計年度任用職員の一般的な職員の部分についても同じであ
るべきと考えております。ただ特殊な業務については人材確保の観点から、そ
うもいかないところもございますけども、令和７年度中において、そういった
議論を検討していき、今後の定年の在り方について考えていきたいと思ってお
りますので、よろしくお願いいたします。

高山議長 ４番木村議員。

４番
木村議員

令和７年度中に議論するということなのでそれはいいかなと思うんですけど
も、基本会計年度任用職員として働いている皆さんはですね、これいつこの仕
事が終わっちゃうんだろうとか、やっぱりそういう心配をしながら、働いてい
る人たちもたくさんいると思うんですよね。そういうのも含めてですね、やは
りきちっとこう早めに決めて、順次報告しながら、自分がいつ終わる、終わっ
ちゃうんだなとか、いつまで働けるんだなとかっていうことが理解しながらで
すね、町の仕事をしていけるような、そういうような体制を早くつくってもら
いたいと思います。以上です。

高山議長 ほか、質疑ありませんか。
（質疑なしの声）
それでは、これで質疑を終了いたします。次に、反対討論を行います。反対討
論はありませんか。
（反対討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について、原案のとおり
決定することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。したがって、日程第５、議案第２号、平取町会計年度任用職員
の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例については、原案のと
おり可決しました。
日程第６、議案第３号、平取町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例
についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。総務課長。
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総務課長 議案第３号、平取町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例についてを
ご説明させていただきます。３６ページからとなります。改正理由につきまし
ては人事院勧告により、職員の期末手当に改正があった場合、これに準じて町
長等の期末手当についても改定してきておりますことから、この度、職員の期
末手当が０．０５月分引き上げられたことに合わせ、改正しようとするもので
す。改正内容は新旧対照表によりご説明させていただきますので３８ページを
ご覧ください。上段の表は３７ページの改正条文の第１条に関するもので、第
４条第２項第２号の期末手当の支給率を１００分の１８０から１００分の１８
５に改定するものです。この第１条の改正は公布の日から施行するものです。
下段の表は３７ページの改正条文の第２条に関するもので、第４条第２項第１
号、６月手当、同じく第２号、１２月手当の支給率を、１００分の１８２．５
に改めることとし、この第２条の規定は令和７年４月１日より施行することと
しております。以上、議案第３号のご説明とさせていただきますので、ご審議
のほど、よろしくお願いいたします。

高山議長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。
（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。
（反対討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について、原案のとおり
決定することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。したがって、日程第６、議案第３号、平取町長等の給与に関す
る条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決しました。
日程第７、議案第４号、平取町議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。
総務課長。

総務課長 ３９ページからの議案第４号、平取町議会議員の議員報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例についてご説明申し上げます。改正理由は町長等
の給与について、人事院勧告に準じて期末手当を改定する際、議員の期末手当
についても改正を図っていることによります。改正の内容は新旧対照表により
ご説明させていただきますので４１ページをお開きください。上段の表は４０
ページの改正条文の第１条に関するもので、第５条第２項第２号の期末手当の
支給率を１００分の１６０から１００分の１６５に改定するものです。この第
１条の改正は公布の日から施行するものです。下段の表は４０ページの改正条
文の第２条に関するもので、第５条第２項第１号、６月手当、同じく第２号、
１２月手当の支給率を、１００分の１５７．５に改めることとし、この第２条
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の規定は令和７年４月１日より施行することとしております。先ほど改正理由
の中で人事院勧告や、町長等の給与改定に合わせて議員報酬等についても改定
案を出させていただいているとお伝えしましたけども、令和２年度におきまし
ては、減額改定となったことにより、当時、議員の皆様の間で議員報酬全体の
議論がなされていた時であり、タイミング的にその引き下げの提案をすべき時
期ではないというふうに捉えて、令和２年度の減額改定の提案は見送ってきて
おります。令和５年度は逆に、手当がたまたま同じ月数分増額という人事院勧
告が出ており、町長等の給与についても、手当についても改定しましたけども、
議員報酬全体の議論というのが、まだ引き続き行われていたということもあり
まして、その増額改定についても見送ってきているという経過がございます。
以上でご説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。

高山議長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。
（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。
（反対討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について、原案のとおり
決定することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。したがって、日程第７、議案第４号、平取町議会議員の議員報
酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり
可決しました。
日程第８、議案第５号、平取町職員に対する寒冷地手当に関する条例の一部を
改正する条例についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。総務課長。

総務課長 ４２ページからの議案第５号、平取町職員に対する寒冷地手当に関する条例の
一部を改正する条例についてご説明申し上げます。改正理由は人事院勧告に基
づき寒冷地手当を改正しようとするものです。改正内容は新旧対照表によりご
説明させていただきますので４４ページをご覧ください。この表は令和６年４
月１日に遡って適用となる寒冷地手当の額を示しており、世帯主で扶養親族の
ある職員で１４万７０００円、扶養親族のない職員で８万１０００円、その他
の職員で５万７５００円へとそれぞれ改定となります。４５ページをご覧くだ
さい。この表は改正条文の第２条関係となり令和７年４月１日から適用される
こととなりますが、表の中の第２条第１項でこれまでの常勤職員に加え、暫定
再任用職員を対象とする文言を追記しております。第２項は世帯主で扶養親族
のある職員で１３万円、扶養親族のない職員で７万２５００円、その他の職員
で４万９０００円へとそれぞれ減額改定となりますが、これは沙流郡が該当す
る寒冷地手当の地域区分が１級から２級へ変更となることによるものです。以
上、議案第５号のご説明とさせていただきますので、ご審議のほど、よろしく
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お願いいたします。

高山議長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑はありませんか。
（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。
（反対討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について、原案のとおり
決定することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。したがって、日程第８、議案第５号、平取町職員に対する寒冷
地手当に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決しま
した。
日程第９、議案第６号、令和６年度平取町一般会計補正予算第７号を議題とし
ます。提案理由の説明をお願いします。総務課長。

総務課長 議案第６号につきまして、ご説明させていただきますので、４６ページをお開
きください。令和６年度平取町一般会計補正予算（第７号）は、次に定めると
ころによります。第１条、歳入歳出予算の補正ですが、歳入歳出にそれぞれ８
４８万２０００円を追加し、予算の総額を７１億５５８５万４０００円にしよ
うとするものです。第２項、歳入歳出予算の補正の区分及び金額等については
第１表歳入歳出予算補正によります。補正理由につきましては平取高校に係る
令和７年度の生徒受け入れにあたり、新たに女子寮の整備が必要となることか
ら、令和３年度に町が取得した旧福地医院の建物を改修し、寮として活用する
ために必要な費用を補正しようとするものです。それでは、歳入歳出予算事項
別明細書の歳出からご説明させていただきますので、５０ページをお開き願い
ます。２款１項９目企画費８４８万２０００円の追加です。１４節工事請負費
８４０万円の追加ですが、これは旧福地医院建物を寮として活用するため、壁
や床、窓などの建具、冷暖房や火災報知機などの設置に係る改修工事費を計上
したものです。１７節備品購入費８万２０００円の追加です。これは老朽化し
たガスコンロを更新するための費用の補正となります。財源は道補助金３２０
万円と、残りは基金繰入金を充当します。歳出については以上です。次に、歳
入についてご説明いたしますので、４９ページをご覧ください。上段、１６款
２項１目２節企画費道補助金３２０万円の追加です。これは歳出、平取高校女
子寮整備費に充てる地域づくり総合交付金となります。続いて下段、１９款１
項３目１節平取町ふるさと応援基金繰入金５２８万２０００円の追加です。こ
れは、歳出の補正額から道補助金を差し引いた額に当該基金を充当しようとす
るものです。以上、議案第６号のご説明とさせていただきますので、ご審議の
ほど、よろしくお願いいたします。



- 11 - 

高山議長 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑ありませんか。９番
四戸議員。

９番
四戸議員

５０ページの１４節の工事請負費について伺いたいと思います。先ほどの課長
の説明では、福地先生の跡地、これ、女子寮としてという説明だったと思いま
すが、これ、どのぐらいの部屋数を考えているのかまず伺いたいと思います。
またですね、令和６年度においては山岸宅を男子の生徒だと思いますが、高校
の寮として使用しています。今度の整備は福地先生の跡地でございますが、今
後ですね、高校の寮として、今後もほかの空き地を寮として採用していくのか、
その辺について伺いたいと思います。

高山議長 まちづくり課長。

ま ちづ く
り課長

女子寮整備に係る部屋数についてですが、まずは部屋のほうは、基本的に５部
屋は確実に確保したいと考えております。そして入寮の状況に応じて最大６部
屋まで、６部屋目が、ほかの部屋より若干間取りが狭い形になってしまうので、
そこはちょっと検討が要るかなとは思っているんですけど、最大６部屋程度貸
し出せるかなというふうに想定をしております。それと空き家活用に関してな
んですけども、今空き家を活用して、お話いただいたとおり、男子寮、それと
これからこの補正のほうが成立しましたら、女子寮整備ということで進めてい
きたいと考えているんですが、今後についてなんですけども、空き家を活用し
てっていうことであると、この最初のイニシャルのほうは安く済むんですけど
も、やはり管理する拠点がどんどん増えてしまうという形になります。今、宿
直もフルでするような形で寮の管理をしています。そうなると一つの寮に対し
て、ハウスマスターと呼ばれる舎監のような方が、やはりシフト回すためには
２．５人必要っていう形に今なってくるかなというふうに考えております。さ
らに調理の業務についても、今現在男子寮を３名の方で調理のほう担当いただ
いて、３食平日賄っていただいていますけども、こちらの体制も強化しないと
駄目だということになってきます。そういった形で地域おこし協力隊を使って、
交付税措置をいただきながら、人件費を抑制しているっていうところではある
んですけども、人集めも正直、大変なところがあって、次の寮というところを
空き家を活用して３拠点にするっていうところについては、ちょっと議論が必
要かなというふうに考えております。やはり集約をして１か所に、何とか建設
なりが出来ないかということも視野に検討が必要な段階に入っていくかという
ふうに考えております。以上です。

高山議長 ９番四戸議員。

９番 今の課長の答弁の中で管理などで、要するに人も足りない中で、やっていくの
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四戸議員 は大変だというふうに私は理解しました。そこでですね、来年度、再来年度に
向けては、まだいいのかなと思うんですけども、今後に向けて高校存続してい
くのには、私はこれ町で建てないといけないと思うんですけども、やっぱり寮
が必要になってくるんじゃないかな、このように思っております。そういう中
でですね、今回、これ整備事業にふるさと応援基金とそれから、道から、地域
づくり総合交付金が出ております。今後もし寮を建てるとしたら、こういう道
からの支援金というのは可能なのかどうかその辺も伺っておきたいと思いま
す。

高山議長 まちづくり課長。

ま ちづ く
り課長

まず、寮の整備の経緯なんですけども、空き家活用ということで、男子寮につ
きましては、定期的に管理がされてきたということもあって改修規模が少なか
ったということと、オーナーの方、家主の方が民間の方でしたので、こちらに
空き家補助のほうで改修していただいたっていう整理になっております。今回
の女子寮につきましては、同じ空き家整備なんですけども、町の建物であった
ことと、相続の関係で長らく管理されないまま空き家になっていて、傷みが激
しかったことで、大規模改修が必要ということで、ちょっと財源を探ったとこ
ろ、地域づくり総合交付金の空き家の利活用のほうの補助が使えるかなってい
うことで申請したところ、今回提案のとおり、特定財源として見込める内示を
いただいたという段階になっております。これからの部分なんですけども、質
問にあった今後の方針にもよるかとは思うんですけども、例えば新たに設ける
ってなったときに、他町の事例を見ているとなかなか財源確保に苦しんでいる
ところがございまして、デジ田のですね、交流拠点施設整備っていう財源があ
りまして、こちらを使っている事例が数件ございます。ただこちらにつきまし
ては、町立高校の場合は、町の交流拠点施設をつくるっていうことで割とスム
ーズに進むようなんですけども、道立高校でこの交流拠点施設を使うとなると、
財務サイドの考えで、なぜ道立高校のために町が寮をつくらなきゃならないん
だということで、なかなか苦労するっていうことで、規模や部屋数なんかにな
かなか難しい面があるということで他町の事例からは伺っております。なので
当町で空き家だとまた、この地域づくり総合交付金ということで考えることも
可能かと思うんですけど、なかなか、そのほかだと特定財源がないっていうこ
とと、もし交流拠点施設を使うとなると、恐らくその部屋数にかなり制限が出
るのと、当然、交流拠点施設としての実施設計が必要になってくるという形に
なるので、なかなかすぐに、例えば令和７年度中に整備ができるかっていうと、
かなり早めに着手しないと難しいかなというふうに考えております。検討とし
ては、そんなことを検討するという段階でございます。

高山議長 ほか。３番松澤議員。
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３番
松澤議員

高校の寮といえば、下宿っていうふうに考え方がいくんですけども、例えばで
すけども、うちの町やっぱり高齢者の方が多くて、それでも若い人と一緒に暮
らしてご飯を作ってくれるとか、そういう方はもしかしているんじゃないかな
とちょっと思ったりもすることがあるんです。お互いに、いいかなっていうふ
うに思うんですけども、例えば課長のいろんな事例を、何か調べてらっしゃる
ようなんですけども、そういうふうに町全体で、そういう高校生とか、そうい
う方をウェルカムっていう感じで協力しますよっていう感じの、そういう町っ
てちょっと聞いたことあるような気がするんですけども、事例として何かそう
いう町はあったでしょうかね。

高山議長 まちづくり課長。

ま ちづ く
り課長

例えば結構高校魅力化の全国募集の動きっていうのは離島から始まった部分が
多いんですけども、離島だと島親制度っていうような名前だったりをして、お
っしゃったように下宿のような形で住まわれて、里親みたいな形っていうんで
すかね。そこを島親っていう呼び方で、一緒に寝食を共にするっていう形で、
下宿のような、家族のような、運用をされているっていう町もあります。そう
いった形もしているところもありますし、寮のような形でやっているところも
ありますし、もう少し自由にシェアハウスっぽい形で、住まいを確保されてい
るとか、形態はいろいろある形ですけども、１番多いのはやはり寮を整備して、
舎監さんやハウスマスターっていう形で、ちょっとやっぱり離れて暮らすので、
そういった目があってみんな同じ条件で暮らせるっていう寮整備をやっぱり選
択しているところが数としては多いかなというふうに思います。より、地域住
民と近づける、そういう里親制度っていうか、留学生の親代わりみたいな制度
も、すごく魅力的かなと思うんですけど、なかなか当町としてはまだ取り組め
ていないっていうところになるかと思います。以上です。

高山議長 ３番松澤議員。

３番
松澤議員

理想は、私は平取にいいとこってそんなにあんまりないといいますか、あると
すれば人の良さっていいますか、そういうものだと思いますのでね、そういう
ものを、失礼、すみません、求めてっていうのちょっと何かあるのかなと思っ
たりして、そして建物のこと、いつもこう、何か言っていますけども、そうい
う下宿とかそういう、里親っぽい感じだと、人が来て人がいなくなっても別に
困らないっていいますか、下宿の方がいなくなっても、別に建物はそのままな
ので、お金もどうのこうのっていうのはないのかな、悩みがないのかなってち
ょっと常々思ったもんですから、そういうことも、増えていったら、少しそう
いう、奇特な方がいらっしゃるかもしれませんのでね、頭の隅に入れといたら
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どうかなと思ったもんですから。はい。答弁はいいです。

高山議長 ほか。４番木村議員。

４番
木村議員

先ほどくらいから寮の話でですね、部屋だとかこれから実人数ということで話
しされていましたけども、自分も高校時代は寮生活していまして、大変楽しい
時間を過ごした経験があります。それで寮生活っていうのはですね、基本的に
今の時代のことは、僕が言いたいことはもう４０何年も前なので、ちょっと時
代が違うので何とも言いませんけども、相部屋でですね、僕が行ったときは、
４人１部屋、当時は３人まででしたけど、先輩が１人いて、それで１年生が２
人いるっていうような、そういうような感じで、先輩に厳しくいろいろ教えて
もらいながら、楽しくやった経験もあるんです。そういうのもあってですね、
１人１部屋っていう考え方ではなくてもいいんではないかなと思っていまし
て。僕の娘も白老の高校行ったときにですね、女子寮入っていまして、そこは
先輩と後輩が２人で１部屋、もう６畳ぐらいの部屋でした。２段ベッドで、も
う本当に、机なんて置けなくて、もうテーブルみたいの１個あってそこで勉強
すれやみたいな感じの寮でしたけども、そういう中でも楽しく、同級生なんか
も周りに一緒に住んでいるので楽しくやっていました。そういうのがあってで
すね、やっぱり別に１人１部屋じゃなくてもいいような気がするので、そうい
う考え方も最初から持ってですね、部屋づくりについても、当初は人数が少な
いので１人１部屋でもいいと思いますけど、２段ベッド最初から置いておくと
か、そういうような人数が増えた場合は２人部屋になるよとかね。そういうよ
うなやり方をするのがいいんじゃないかなと思っていて、そうすれば、５部屋
あれば１０人まで入れますんで、これからのことも考えればいいかなと思って
います。ぜひ高校生活は僕の経験上、人生の中で大変大事な時期で、その時に
出来た友達っていうのは、もう一生の友達って言っても過言ではないと思って
いますので、いい高校生活を送れるようにですね、環境づくりのほうをしてい
ただければと思います。１人１部屋、２人でもいいんじゃないかと思います。
以上です。

高山議長 町長。

町長 今、ご質問でいろいろ受け入れ体制について、ご意見等いただきましたので、
もちろん下宿とかもですね、可能性としてはゼロではないと思いますし、それ
から部屋割りといいますかね、そういうものについても、いろいろな子どもの
状況なんかを見ながら、考えなければならないところもあるかなと思いますけ
ども、それも一つの手段というか手法かなと思いますので、いろいろこれから
来年度、再来年度もですね、どのぐらいの規模で受け入れしなければいけない
のかというようなところも出てきますので、その状況、マックス１学年１６名



- 15 - 

が町外からということですので、最大でも４８名というところもありますけど
も、そういうこともある程度想定しながらですね、今後の経緯も見ながら、い
ろんなやり方といいますかね、そういうものを考えながらですね、ぜひ対応し
ていきたいというふうに思っていますので、よろしくお願いいたします。

高山議長 それでは質疑を終了します。次に討論を行います。反対討論はありませんか。
（反対討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について、原案のとおり
決定することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。したがって、日程第９、議案第６号、令和６年度平取町一般会
計補正予算第７号は、原案のとおり可決しました。
本臨時会に付された事件の審議状況を報告します。議案６件で原案可決６件と
なっています。
以上で全日程を終了しましたので、令和６年度第８回平取町議会臨時会を閉会
します。お疲れ様でした。

（閉 会 午前１０時２６分）


